
5
、
〈
ノ
ζ
－
L
、
－

　
行
　
　
館
次
番

　
発
　
　
　
民

　
日
号
公
清
－

即
2
個
沢
代
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年
1
　
郡
富

～
4
5
第
城
　
話

《
和
　
　
頸
長

㏄
昭
　
　
東
館
電

φ

印刷松代印刷所

今
年
の
正
月
帰
省
バ
ス
は

年
末
の
三
十
一
日
迄
に
故
郷
入
り

　
十
一
月
に
入
る
と
一
斉
に
町
内
各
地

か
ら
出
稼
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

向
っ
て
旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
町
の
職
業
係
で
は
、
明
る
い

出
稼
ぎ
を
す
る
た
め
に
、
リ
：
ダ
ー
の

　　　　　　　　鍾媚　　　　遜

鰍
鑑
照

鱗

轟謹　　　　
轟鵜

．
　
“
，
・

も
と
に
集
団
で
出
稼
ぎ
を
、
又
職
場
も
▼

毎
年
変
え
る
こ
と
な
く
数
年
は
定
着
す

る
様
、
留
守
家
族
が
安
心
し
て
送
り
出

し
て
お
ら
れ
る
た
め
文
通
を
密
に
、
怪

我
、
事
故
の
な
い
様
に
と
、
出
稼
者
の

　
　
　
　
ー
　
　
、
　
　
皆
さ
ん
に
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
か
け
、
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
せ
を
し
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
出
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
早
有
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
・
…
）
出
稼
ぎ
の
町

葦

す
と
し
て
、
そ

写
の
対
策
や
方

日
法
で
、
他
の

“
し
る
松
代
町

”
で
す
が
、
そ

。
の
事
業
の
一

　
も
計
画
さ
れ

㈲
て
い
ま
す
・

　
　
年
々
そ
の

　
台
数
が
増
さ

　
れ
、
雪
道
を

　
　
一
〇
数
台
の

　
連
ら
な
り
を

　
見
せ
て
故
郷

　
　
へ
向
う
バ
ス

　
は
、
名
物
の

感
す
ら
持
た
れ
る
昨
今
で
す
が
、
ど
ん

な
に
か
待
ち
わ
び
て
い
る
で
あ
ろ
う
家

族
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
到
着
と

共
に
、
正
月
が
初
ま
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
と
、

そ
れ
ぞ
れ
集
結
し
、
帰
省
さ
れ
る
訳
で

す
が
、
東
京
方
面
（
十
四
台
）
は
上
野
文

化
会
館
脇
か
ら
二
八
、
二
九
、
三
〇
日

に
。
名
古
屋
方
面
は
（
四
台
）
新
幹
線
駅

前
か
ら
二
八
、
三
〇
日
に
。
大
阪
方
面

は
（
二
台
）
大
阪
駅
西
口
か
ら
二
九
日
に

そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
、
翌
日
一
〇
時
頃
到

着
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
、
十
二
月
十
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
目
に
さ

れ
る
様
、
町
役
場
職
業
係
で
は
希
望
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
れ

ぞ
れ
綿
密
な
連
絡
を
と
り
、
働
き
が
い

の
あ
る
出
稼
ぎ
を
と
一
生
懸
命
に
な
っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
帰
省
バ
ス
に

つ
い
て
も

　
L
荷
物
は
な
る
べ
く
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

　
　
一
ケ
程
度
。

　
乞
酒
類
、
飲
食
は
適
量
に
。

　
3
事
故
の
な
い
様
に
。

と
、
皆
様
で
申
合
せ
を
行
う
な
ど
、
年

々
そ
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ

る
べ
く
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
今
年
は
殆
ん
ど
各
戸
に
電
話
が

あ
る
の
で
、
職
場
と
家
庭
と
の
音
の
通

信
も
忘
れ
な
く
と
係
は
付
け
加
え
て
い

ま
し
た
。

）1（



街
に
菊
の
香
た
だ
よ
う

　
　
　
文
化
祭
が
今
年
も
盛
大
に

　
恒
例
の
町
文
化
祭
が
十
一
月
二
と
三

日
に
松
代
小
学
校
、
町
公
民
館
を
主
会

場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
晩
秋
の
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

そ
の
人
出
は
予
想
以
上
と
な
り
、
出
稼

ぎ
前
の
ひ
と
と
き
、
道
行
く
人
が
あ
と

を
断
た
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
今
年
は
郡
児
童
生
徒
作
品
展
、
郡
書

道
展
等
も
あ
り
、
通
行
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
菊
花
展
や
錦
鯉
展
な
ど

に
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
感
じ
、
一
層

盛
大
に
な
る
文
化
祭
を
係
で
は
喜
び
あ

い
ま
し
た
。

知
事
賞
に
輝
く

　
　
蒲
生
小
の
科
学
研
究

　
　
「
ウ
ド
は
な
ぜ
ぬ
げ
地
に
多
い
」

、
過
日
東
頸
城
郡
の
代
表
と
し
て
、
蒲

生
小
学
校
六
年
生
の
小
堺
保
、
菅
井
義

」
、
若
山
正
弘
、
馬
場
澄
江
、
小
堺
絹

一
幾
の
五
君
が
県
科
学
研
究
発
表
大
会
に

　
り出
場
し
、
日
頃
の
共
同
研
究
を
発
表
、

み
ご
と
県
知
事
賞
第
一
位
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
こ
の
研
究
は
『
ぬ
げ
地
に
ウ
ド
は
な

ぜ
多
い
』
と
い
う
も
の
で
、
児
童
会
で

春
先
ウ
ド
取
り
を
し
、
ガ
ケ
に
多
い
こ

と
に
疑
問
を
持
ち
、
し
か
も
ぬ
げ
落
ち

た
土
の
あ
と
の
急
な
ガ
ケ
な
ど
に
多
い

の
で
友
達
と
語
り
合
い
、
こ
の
研
究
に

取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　
発
表
会
は
十
一
月
十
二
日
、
新
潟
の

県
教
育
セ
ン
タ
：
で
行
な
わ
れ
、
県
下

よ
り
選
出
さ
れ
た
十
三
ケ
校
が
、
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
、
そ
の
中
で
最
も
優
秀
で

あ
る
発
表
校
五
ケ
校
が
選
ば
れ
ま
し
た

（21

　
蒲
生
小
学
校
は
そ
の
中
で
も
特
に
良

く
一
位
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
写
真
は
喜
び
の
五
君
）

肉
用
牛
繁
殖
優
良
農
家
表
彰
さ
る

　
十
一
月
十
四
日
松
代
家
畜
市
場
に
於

て
、
左
記
の
方
々
が
肉
用
牛
繁
殖
優
良

農
家
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
特
別
表
彰

　
十
年
連
産
　
池
尻
　
関
谷
常
太
郎

　
〃
　
　
　
　
孟
地
　
柳
　
巳
　
好

　
〃
　
　
　
　
蒲
生
　
山
岸
松
治
郎

。
表
　
彰

八
年
連
産

七
年
連
産

六
年
連
産

厚〃五
年
連
産

下
山
　
宮
沢
卯
市

海
老
若
月
忠
雄

田
野
倉
斉
藤
元
三
郎

儀
明
　
小
堺
元
之
眞

峠
　
　
横
尾
利
政

蓬
平
　
小
堺
勘
次
郎

　
繁
殖
優
良
農
家
の
表
彰
は
今
ま
で
、

東
頸
城
郡
畜
産
振
興
協
会
長
が
表
彰
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
四
十
三
年
度
で
打

ち
き
ら
れ
た
の
で
、
本
年
よ
り
松
代
町

長
が
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
郡
畜
産
振
興
協
会
長
よ
り
表
彰

を
う
け
た
方
々
は
今
回
の
表
彰
よ
り
除

き
ま
し
た
。
然
し
そ
の
牛
も
今
后
十
年

連
産
さ
れ
た
時
は
勿
論
特
別
表
彰
す
る

予
定
で
す
。

　
役
肉
用
牛
が
肉
用
牛
と
名
称
が
変
っ

た
如
く
最
近
は
年
間
通
じ
て
使
役
す
る

こ
と
が
な
い
た
め
運
動
不
足
に
よ
り
受

胎
率
が
悪
く
毎
年
子
牛
を
生
産
す
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
こ
と
』
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
十
年
間
続
け

て
子
牛
を
生
産
し
た
事
は
大
変
な
努
力

の
賜
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
勿
論
そ
の

牛
個
体
の
生
理
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
農

家
の
方
々
の
努
力
は
大
い
に
賞
讃
さ
れ

て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
苦
労
も
あ
っ
た
で
し
よ
う
分
娩
後
の

使
用
に
つ
い
て
又
発
情
の
発
見
に
つ
い

て
或
は
授
精
時
期
等
細
心
の
注
意
と
努

力
が
あ
っ
た
こ
と
N
敬
意
を
表
し
ま
す

　
十
年
連
産
さ
れ
た
牛
が
今
年
も
受
胎

し
て
い
ま
す
。
孟
地
の
柳
文
八
郎
さ
ん

の
十
五
年
連
産
の
記
録
を
更
新
す
る
よ

う
一
層
の
努
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
出
稼
先
は

　
　
　
そ
の
多
く
が
関
東
方
面

　
今
年
も
数
多
い
人
達
が
冬
の
訪
れ
と

と
も
に
出
稼
ぎ
へ
と
旅
立
っ
て
行
か
れ

ま
し
た
。
今
年
は
企
業
の
体
質
改
善
が

叫
ば
れ
、
実
際
面
で
そ
の
表
れ
が
見
ら

れ
、
出
稼
先
の
選
択
も
む
ず
か
し
い
様

で
す
が
、
こ
の
程
職
業
係
よ
り
今
年
の

出
稼
者
数
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
役
場
窓
口
を

通
し
た
人
の
総
数
は
約
九
五
五
名
で
す

が
こ
の
数
字
は
昨
年
に
比
べ
る
と
約
一

〇
〇
名
の
減
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
七
〇
％
が
東
京
、
神
奈
川
、
千

葉
な
ど
を
中
心
と
す
る
関
東
地
方
で
昨

年
度
ま
で
比
較
的
多
か
っ
た
、
大
阪
が

約
四
〇
名
、
愛
知
が
約
七
〇
名
も
減
っ

て
い
る
こ
と
は
、
正
月
帰
省
や
緊
急
の

場
合
を
考
え
て
の
就
職
と
も
考
え
ら
れ

出
稼
ぎ
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
が
こ

』
に
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
々
そ
の
方
法
が
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
る
「
出
稼
ぎ
」
と
い
う
事
実
に
、

1召和45年度出稼者都道府県別調
　　　　　　　　（45．11．18現在）
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一
京
斜
知
馬
岡
　
阜
都
井
城
阪
葉
玉
山
重
崎
木
媛
良

四
東
神
愛
群
静
県
岐
京
福
茨
大
千
埼
富
三
宮
栃
愛
奈
合

今
後
は
更
に
一

段
の
研
究
と
働

き
か
け
の
必
要

が
ど
う
し
て
も

要
求
さ
れ
る
様

な
今
年
の
状
態

に
係
は
真
剣
に

そ
の
対
策
を
考

え
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。



　
本
年
度
の
松
代
家
畜
市
場
売
上
成
績

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
子
牛
価
格
の

安
値
の
た
め
昨
年
か
ら
繁
殖
牛
の
減
少

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
家
畜
市
場
の

上
場
数
も
昨
年
に
比
し
山
平
地
区
の
三

十
頭
を
最
高
に
各
地
区
共
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
た
だ
浦
田
地
区
が
十
六
頭
増

　昭和45年度松代家畜市場成績表（管外を除く）

一 山平地畷型階劇浦田・
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婬
園
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墾
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ヒ頭数1　119
h金額、8，618，800

メス1！06，300195，1Oq93iOG
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．
為
，
年
の
葉
た
ば
こ
収
納
成
績
が
こ
の

程
係
よ
り
発
表
に
な
り
ま
レ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
本
年
度
は
耕

作
者
の
努
力
の
結
果
一
〇
ア
ー
ル
当
り

の
量
も
昨
年
を
上
廻
り
係
を
喜
ば
せ
ま

し
た
が
、
耕
作
者
は
八
名
減
、
面
積
も

六
九
・
ニ
ナ
ー
ル
減
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
収
納
の
実
績
は
耕
作
者
九
八
名
、
作

付
面
積
一
・
五
五
九
・
五
ア
ー
ル
で
、

そ
こ
か
ら
三
九
・
○
〇
三
キ
ロ
グ
ラ
（

収
納
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
代

金
と
し
て
約
二
、
〇
四
三
万
円
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
最
高
所
得
者
は
耕
作
面
積
が
二
四
・

九
ア
ー
ル
で
、
八
八
八
キ
・
グ
ラ
ム
・

代
金
は
約
四
六
万
円
で
し
た
。
又
最
高

反
当
り
所
得
者
は
一
八
万
八
千
円
で
、

こ
れ
は
、
昨
年
に
比
べ
て
約
二
万
六
千

加
し
て
気
を
は
い
て
い
ま
す
。

　
子
牛
価
格
は
昨
年
に
比
較
し
て
メ
ス

は
横
ば
い
状
況
で
す
が
オ
ス
が
約
一
万

円
、
去
勢
は
約
一
万
八
千
円
上
昇
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
牛
肉
の
需
要
増
に
伴

い
若
令
肥
育
の
素
牛
と
し
て
取
引
が
盛

ん
に
な
っ
た
為
で
し
よ
う
。
然
し
メ
ス

牛
も
体
格
が
よ
く
資
質
も
よ
い
牛
は
決

し
て
安
値
で
は
な
く
九
万
か
ら
十
万
以

上
の
高
価
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
繁
殖
牛
を
常
時
二
頭
飼
育
し
て
子
牛

で
二
十
万
円
前
後
の
収
入
を
あ
げ
て
い

る
人
も
居
ま
す
。
米
が
余
っ
て
こ
れ
か

ら
の
農
業
は
駄
目
だ
と
悲
観
す
る
前
に

畜
産
を
積
極
的
に
取
入
れ
た
農
業
経
営

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

　
除
雪
に
一
役
買
う

　
新
し
い
プ
ル
ト
ー
ザ
ー
購
入
す

　
町
内
各
道
路
の
無
雪
化
は
、
町
民
の

永
い
間
の
願
望
で
あ
り
、
そ
の
日
の
一

日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
も

の
で
す
が
、
町
当
局
で
は
そ
れ
に
応
え

る
べ
く
除
雪
機
械
の
整
備
を
計
画
し
、

本
年
度
分
と
し
て
湿
地
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

を
一
台
、
四
五
〇
万
円
で
購
入
し
、
そ

の
対
策
の
｝
環
に
当
て
る
こ
と
に
な
り

こ
の
程
写
真
の
様
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が

お
目
見
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
は
町
内
各
地
で
、
で
き
る
だ
け

除
雪
に
当
る
こ
と
～
思
わ
れ
ま
す
が
、

勿
論
こ
れ
で
町
の
無
雪
化
対
撮
か
、
け

っ
し
て
終
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く

今
後
も
更
に
こ
の
面
を
強
化
す
る
と
の

当
局
の
お
話
し
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
今
後
は
町
内
各
道
路
が
す
べ
て
無

雪
化
さ
れ
る
様
希
望
し
て
止
み
ま
せ
ん

　
な
お
、
雪
中
の
緊
急
時
に
備
え
る
べ

く
大
型
雪
上
車
も
十
二
月
中
に
購
入
し

｝
応
の
体
勢
作
り
を
図
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
急
患
等
の
場
合
、
で

き
る
だ
け
出
動
で
き
る
様
に
努
め
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
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ρ

円
の
増
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
減
反
問
題
を

騒
が
れ
た
今
年

の
農
業
経
営
は

た
ば
こ
耕
作
に

何
ら
か
の
影
響

を
も
つ
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
耕
作

者
の
減
と
い
う

結
果
が
で
て
き

今
後
の
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

係
で
は
、
農
業

経
営
の
中
で
葉

た
ば
こ
耕
作
は

も
う
少
し
考
え

昭和45年度　葉たばこ収納成績
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町
魏
裂
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嶽
講

10アール当□
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

輯金鞠
2231108・495…

2591143・610i
茎2釜1髭；§2蟄

2431127，9731

2541118，98q
2621138，025…

2461126，9111
2631147，3251
19α99，9741
2831158，378・

296i171，18r
276153，280、
釜翻8写；28ξ

萎書劃、蟹蓼ぎ

183…97，5811
2131107，62α

187166・578i
248…115，718！
2・211・7・5921

25α131，0611

収納代金

　　　　　　　　円

1，068．685

1，265，205

3，180，660

　　：323，100

　　143，330

1，794，21q

1，122，15α

3，557，320’

2，301，23q

　　547，860

1，439，665、

1，177，730

　　243，715、

　　149，5751

　　761，1451

　　99，84α

　　406，52q

　　102，46α
370，21うi

　　67，91α

　246，48α
　　69，93引
　　　　　　　　！

⊃，438，94α

量目
　
積
耕
面
…

鵡
翻
脳
編
甜
號
卿
騨
悌
熾
熾
据
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
7
8
U
1
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5
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！
2
2
2
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　　　　　　な9…

2．201．0
2．284．5
6．138．5
　　5405・
　　　　　●　1
　　272．51
3・825・51

2．133．0
6．901．O　l

4．109．O　』
1．042．51
　　　　　　　1
2．569．511
2．035．ol】

　　439．5

　　295．0

1．457．5
　245．5
　　738．0
192．oi

732．引

　　190．5

　528．5
　131．5
39．。03120

作
員
耕
人
・

部落名

町
町
平
沢
尻
水
沢
伏
地
島
子
劉
納
羽
貫
生
明
調
刊
、
園
，

吋
下

松
太
田
池
清
会
犬
孟
苧
中
片
滝
仙
莇
小
蒲
儀
名
室
木

代
　
　
　
　
桐
　
　
　
峠
稠
計

（3）



　
年
末
調
整
の
注
意
点

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
税
務
署
）

　
申
告
所
得
税
は
、
確
定
申
告
に
よ
る

納税をたてま

え
と
し
て
い
ま
す
が
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
に
つ
い
て
は

給
与
の
支
払
者
が
支
払
の
際
に
、
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
月
に

は
こ
と
し
一
年
間
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
を
精
算
す
る
た
め
の
年
末
調
整

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
に
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

L
　
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
控
除
に
つ

　
い
て
「
扶
養
控
除
等
の
申
告
書
」
の
内

　
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
所

　
得
が
あ
っ
て
扶
養
控
除
に
該
当
し
な

　
い
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

乞
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損

　
害
保
険
料
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

　
る
人
は
保
険
料
控
除
申
告
書
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

年
　
年
末
調
整
が
行
な
わ
れ
る
と
、
所

　
得
税
の
精
算
が
終
り
、
確
定
申
告
を

　
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
が

　
雑
損
控
除
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払

　
っ
た
人
は
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
を
し
て
納
め

　
過
ぎ
た
税
金
を
還
付
し
て
も
ら
う
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
給
与
の
収
入
金
額
が
五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
超
え
る
人
や
、
災
害
難
受
け
た
た
め

徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
げ
た
人
、
年
の

中
途
で
退
職
し
た
人
な
ど
は
、
年
末
調

整
を
行
な
わ
な
い
で
確
定
申
告
を
し
て

税
金
の
精
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
二

月
十
五
日
以
前
で
も
確
定
申
告
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
は
四
六
年
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

年
賀
状
は
十
二
月
二
十
二
日
迄
に

　
　
ー
小
包
は
早
目
に

　
　
　
　
郵
便
番
号
を
忘
れ
ず
に
1

　
年
賀
状
の
受
け
つ
け
は
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
り
ま
す
。
元
日
配
達
へ
の
安

全
圏
は
二
二
日
で
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で

に
出
し
ま
し
よ
う
。
年
賀
状
は
元
日
に

も
ら
っ
て
こ
そ
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

▲
宛
名
は
正
確
に
…
…
…

　
あ
て
先
の
住
所
が
ま
ち
が
っ
て
い
た

り
、
番
地
が
省
略
し
て
あ
る
た
め
に
、

毎
年
多
く
の
”
迷
い
子
”
が
で
ま
す
。

郵
便
番
号
は
必
ず
記
入
し
て
、
出
き
た

ら
、
町
内
あ
て
、
県
内
あ
て
、
県
外
あ

て
の
三
つ
に
分
け
、
お
出
し
下
さ
い
。

毛
筆
で
書
く
時
も
郵
便
番
号
だ
け
は
ペ

ン
書
き
に
願
い
ま
す
。
昨
年
、
宛
名
不

正
確
で
迷
い
子
に
な
っ
た
年
賀
状
は
全

国
で
四
千
万
通
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
目

番
地
ま
で
き
ち
ん
と
書
き
ま
し
よ
う
。

▲
あ
な
た
の
郵
便
番
号
も
…
…

　
相
手
の
か
た
が
返
信
を
お
出
し
に
な

る
と
き
に
大
変
便
利
で
す
。
あ
な
た
の

郵
便
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
郵
便
局

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
・
買
う
方

　
　
　
　
　
　
ち
よ
っ
と
お
読
み
く
だ
さ
い

◎
自
動
車
税
と
は
、
財
産
課
税
的
性
格

　
と
道
路
損
害
負
担
金
的
性
格
が
あ
り

　
ま
す
。

◎
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は

　
普
通
自
動
車
と
三
輪
以
上
の
小
型
自

　
動
車
で
す
。

　
　
自
動
車
に
は
道
路
運
送
車
両
法
上

　
い
ろ
／
＼
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

　
税
金
に
は
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
、
次

　
の
よ
う
に
県
に
納
め
る
も
の
と
市
町

　
村
に
納
め
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

鑛
顯
韓
．
．
．
一
藤
蓑
｝
県
税

灘
饗
蓮
市
町
村
税

　
大
型
特
殊
車
…
…
固
定
資
産
税
（
町
）

◎
納
税
義
務
者
は
、
県
内
に
主
た
る
定

　
置
場
が
あ
る
自
動
車
の
所
有
者
で
す

　
　
自
動
車
を
道
路
上
で
走
ら
す
と
き

　
は
、
陸
運
事
務
所
で
、
そ
の
自
動
車

　
の
登
録
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
が
、
そ
の
登
録
原
簿
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
所
有
者
が
通
常
の
場
合
納

　
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

◎
割
賦
販
売
中
の
自
動
車
に
つ
い
て
は

　
売
主
と
買
主
双
方
に
納
税
義
務
が
あ

　
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
納
税
通
知
書
は
、
使
用
者

　
で
あ
る
買
主
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◎
税
額
の
計
算

　
自
動
車
税
の
税
率
は
、
一
台
に
つ
き

　
年
額
三
千
二
百
円
か
ら
九
万
円
ま
で

　
あ
り
ま
す
。

　
税
率
の
年
額
表
は
別
表
の
通
り
で
す

　
尚
、
積
雪
に
よ
り
一
定
期
間
運
行
で

　
き
な
い
地
域
で
は
指
定
さ
れ
た
地
区

　
分
に
よ
り
、
松
代
町
の
場
合
は
一
五

　
％
分
だ
は
年
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

◎
市
町
村
税
は
次
の
通
り
で
す
。

　
ω
原
動
機
付
自
動
車

　
五
〇
㏄
ま
で

　
五
〇
～
九
〇
㏄

　
九
〇
～
二
一
五
㏄

②
軽
四
輪
車

　
乗
用
車

　
貨
　
物

⑥
三
輪
貨
物

ω
二
輪
車

⑤
耕
転
機

　
五
〇
〇
円

　
八
O
O
円

一
、
○
○
○
円

四
、
五
〇
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

二
、
O
O
O
円

一
、
五
〇
〇
円

一
、
○
○
○
円

　
尚
課
税
は
車
を
購
入
し
た
時
期
に
よ

り
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い

事
は
町
税
務
課
に
お
間
合
せ
下
さ
い
。

自動車税の税率（年額）

区　　　　　　分 営業用1自家用

乗
　
　
用
　
　
車

普　　通
軸　距3．048飢以下 22，500円…　　54，000　円

“　3．048蹴超 45，000　、　90，000

小　　型

四　　輪

総排気量1β以下 6，000　！　18，000
一　　　　　　胃〃　　　　　1β～1．5β 7，000 「21，000

　　！
〃　　1．5β超 8，000　！24，000

　
｛”　1

β一タリ

エソジン

作動室0．491β 7・000．！…3！2gqq

　　0。571β
〃　　0．655β

8，000i24，000

　　1最大積載量　1t以下 5，GOO　　　円
一　　｝

　　〃　　　1t超2t以下 7，500

〃　　　2t超3t以下 10，000

〃　　　3t超4t以下 12，500

一㎜…ラ…』一一一4t超5も以下 15，000

ラ・
　　〃　　　5t超6t以下 18，000

〃　　　6t超7t以下 21，000

ト
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
ク

〃　　　7t超8t以下 24，000

〃　　　8t超
24，000円に8tをこえる1t
ごとに4，000円を加えた額

貨　　客

兼用車
（柔簿）

総排気量1β以下
それぞれの年額に
　　3，000円を加えた額

〃　　1β～1．5β
それぞれの年額に
　　4，000円を加えた額

〃　　1．5β超
それぞれの年額に
　　5，000円を加えた額

バ
　
　
ス

観光貸切用 30，000～75，000

定員30人以下 11，500

その倒〃30人超40人以下 14，000

I
l

〃40人超 16，500～27，500

　三輪小型自動車 32800


